
演習でポイントを学び
自信がつきました。

今後に活かせそうです。

看護職者の為の再就職支援事業 を実施しました。
キャリアアップ支援と看護技術演習

演 習

アンケートより

宮崎県看護協会 会長
中武郁子 先生

講演会

本研修会は、再就職を目指す看護職者の支援を目的に行っています。
再就職に向けてキャリアデザインを描き、自己のモチベーションを高め、自己の潜在能力が高められるように、講演会と看護技術演習の構成で、
合計３回【８月１０日（金）、８月２８日（火）、９月７日（金）】実施しました。再就職を希望する看護職者、のべ18名が参加されました。

2018年8月10日（金）、8月28日（火）

※ 本年度の応募は終了しています。

フィジカル
アセスメント

宮崎江南病院 地域医療連携室看護師長
新町智穂 先生

2018年9月7日（金）

宮崎県立看護大学 看護研究・研修センター 地域貢献等研究推進事業

自己理解を深めながら、今後のキャリアアップ
の展望について、考えることができるご講演で
した。

訪問看護・在宅・地域連携の現状や動向、看護の魅力
について、豊かな経験から講演していただきました。求
められる看護の役割について考えることができました。

注射吸引

看護技術に必要な基本的知識をミニ講義で再確認し、視聴覚教材で技術のイメージ作りを行い、シミュレータを活用して何度も
技術演習を行いました。

＜講演会＞
・今だからこそ、自分に何かできるのか、どうしたいのか目標を設定し、目標に向けて勉強したり、自分にあった仕事を見つけていくことが、今後の自分に繋がっ
ていくのだと気づかされた。 ・看護だけでなく、これからの自分の人生においても役に立つ講義だった。 ・再就職において少し背中を押してもらえた。
＜演習＞
・以前の方法との違いがわかって、思い出しながら演習できた。 ・体験できたことで自信がついた。 ・不安なところを、じっくりと聞きながら実践できた。

ご参加いただきありがとうございました。

不安な技術も直ぐに
聞くことができて

不安が解消しました。

今まで自己流でやっていた。
移乗のコツを実践してみて「目からうろこ」。
力を入れなくてもスムーズに安全にできました。

移乗

採血

導尿

＜肺音の聴診＞
看護に繋がる

アセスメントを修得


